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NPO 調査の結果から③ 

環境に関する取り組み 

事例選考と並行して実施した「男女共同参画の視点に立った地域の活動事例調査」に寄せられた事例のうち、 

男女共同参画の視点がある活動を紹介します。 

 

 

■特定非営利活動法人 協働で素敵にまちづくり南アルプス共和国【山梨県南アルプス市】 

多世代の市民・団体・行政が協働し、安心・安全な生活を支援する 

市民提案制度を活用し、市民と行政が対等で平等の関係のもとに、市内全域で市民が安心・安

全な生活を営むことを支援しています。会員は女性 6 名、男性 8 名です。 

窓際にツル性植物を這わせ室温の上昇を抑える「緑のカーテン普及事業」は、市民モニターの

協働により効果を検証しています。また、廃食油の回収は毎月実施しています。「使用済みペッ

トボトルのキャップ回収」では山梨県下 350 団体の協力を得て、活動開始後 3 年で 88 トンを

回収、途上国の子どもたちにポリオワクチン 44,000 人分を送る成果をあげています。多世代

の市民がエコ活動に取り組む中で、みんなで協力し合う心や、他人を思いやる心を育てています。

 

■特定非営利活動法人 ナチュラル【京都府綴喜郡井手町】 

仲の良い同級生が集まり、竹林や農地の保全や活用を行う 

荒廃した竹林、農地の保全・整備を行い、地域の景観を再生・保全するとともに、竹林、農地

等を活用した地域の子ども達に対しての野外体験事業、地域の特産物の生産指導と普及による地

域振興等を行うことで、まちづくりの推進に寄与するために活動しています。 

これまでに、荒廃竹林・田の整備を行い、竹林は竹の子畑、果樹園にしました。同級生 51 歳

の学年で始めた活動で、最初は男性を中心とした集まりでしたが、趣旨に賛同した地域の人たち

や複数の女性の同級生も活動に加わり、みんなで仲良く活動しています。メンバーの一人が竹炭

等を入れた石けんを作っていることから、協働でビジネスにしたいと考えています。 

 

 




